
            体体験験型型漢漢字字講講座座  
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漢字は、古代人の知恵の結晶、時空を超えた贈り物です。 

身近な物と漢字の結びつきを探る、京都で大好評の「漢字探検隊」が、神戸に登場です。   

今回は、酒造りからできた漢字の成り立ちを学びます。 

小学生と保護者が対象の親子の部と、中学生以上が対象の一般の部との二部構成です。 

 

 

日  時 2008 年 7 月 26 日（土） 

     一般の部(中学生以上) 10 時 30 分～12 時 

     親子の部       14 時～15 時 30 分 

場  所 白
はく

鶴
つる

酒
しゅ

造
ぞう

資
し

料
りょう

館
かん

 

    TEL:078-822-8907 FAX:078-822-4891 

阪神住吉駅下車、徒歩約 5分 

     ＪＲ住吉駅下車、徒歩約 15 分 

阪急御影駅下車、車で約 10 分 

 

申し込み 費用は、200 円（小学生以上 資料代） 

※ 未就学児が参加する場合はご相談ください 

     定員は、各回 50 名。先着順。 

葉書、ファクス、Ｅ-mail にて、以下の項目を記入して下記まで送ってください。 

     ①参加の部（一般または親子） 

②住所③氏名④年齢⑤児童・生徒・学生の方は、学校名・学年 

⑥連絡先（電話・ファクス番号、Ｅ-mail アドレス等）   
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研究所
けんきゅうしょ

      参参加加者者ににはは、、 

申し込み先 〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1                       漢漢字字カカーードドをを  

電話 075-466-3470 ファクス 075-465-7899          差差しし上上げげまますす 

      Ｅ-mail toyomoji@st.ritsumei.ac.jp                     
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神神戸戸漢漢字字探探検検隊隊っってて何何??  

  井
い

戸
ど

の「井
い

」と、「丼
どん

」は似
に

ているけど、何
なに

か関
かん

係
けい

があるの。 

北
ほく

斗
と

七
しち

星
せい

の「斗」って何のこと。 

540 ﾐﾘﾘｯﾄﾙ、1.8 ﾘｯﾄﾙなど中
ちゅう

途
と

半
はん

端
ぱ

な単
たん

位
い

の瓶
びん

が多
おお

いのはなぜ。 

こんなことを考
かんが

えたことはありませんか。漢字ができたのは、大昔の中国です。でも、わざわざ

中国へ行
い

かなくても、今
いま

の神戸でその答
こた

えを見
み

つけることができます。「神戸漢字探検隊」は、教室
きょうしつ

から飛
と

び出
だ

して、みんなで漢字の謎
なぞ

を探
さぐ

ります。  

 

一般の方へ 

白鶴酒造資料館を見学して、「水・酉・福」など、酒造りからできた漢字の成り立ちを学習します。 

※資料館と立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所の職員による解説を行います。 

 

白白川川静静っってて誰誰??  

 漢字の成
な

り立ちを調
しら

べると、大昔
おおむかし

の人の暮
く

らし方や考え方が分
わ

かります。これまでは、2000

年前の字書に書かれていた成り立ちを、後
のち

の人もずっとそうだと考えていました。 

しかし、「そうではない」と自分
じ ぶ ん

の考えを表したのが白川静先生です。およそ 50 年前のこ

とです。白川先生は、大昔の人が亀
かめ

の甲羅
こ う ら

や獣
けもの

の骨
ほね

に刻
きざ

んだ字を研究
けんきゅう

して、漢字の成り立

ちについての新しい考えを発表
はっぴょう

しました。 

 

一般の方へ 

白川静博士（1910-2006）は、漢字研究の第一人者。中国古代人の生活や信仰にまで踏み込

んで古代文字を分析。漢字の成り立ちについて、2000 年来の解釈を覆す理論を打ち立てまし

た。立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所は、白川博士の研究成果を元に、東洋文字文

化について広く社会一般を対象とした教育と普及を行い、また学術研究の分野において東洋

文字文化研究の振興と高度化を図ることを目的に活動を行っています。 

白川博士は、1955 年から白鶴美術館にて西周金文の解読と注釈、「説文」の講義を行い、また

1962 年から 84 年にかけて同館誌に「金文通釈」を発表しました。 


